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論文内容の要旨
チアミンは生体内で，遊離の形，およびリン酸エステルの形すなわちチアミン 3 リン酸 (TTP) ，チ
アミン 2 リン酸 (TD P) ，チアミン 1 リン酸 (TMP) として存在している。一般には，その約 80%
がTDP の形で存在しており， 2 ーオキソクツレタル酸脱水素酵素 (OGDH) , ピルビン酸脱水素酵素














代謝を検討したロラット脳，肝臓における TTP の総チアミンに対する割合は， 1 %以下であるのに対し，
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白筋である長指伸筋 (extensor digitorum longus , EDL筋)中のTTP の割合は大きく，特にプ
タにおいては 8 7 労であった。また，いずれの動物においても総チアミン量， TDP , TMP レベルは，
白筋に比べ赤筋であるヒラメ筋 Csoleus 筋)のほうが高い値を示した。また，種々の動物において，
TTP がTDP とは逆にEDL筋に最も多く存在している乙と，そしてそのTTPが脳の場合と異なり細
胞質に遊離の形で存在していることを明らかにした。さらに，チアミン依存性の酵素であるOG DH , T 
K，そしてTDP合成酵素であるチアミンピロホスホキナーゼ (T P P K) 活性について， ラットヒラメ
筋， E DL筋で検討すると，いずれの活性も EDL筋に比べヒラメ筋の方が高い値を示した。乙れらの結
果は，骨格筋チアミン代謝が筋のタイプによって異なっている乙とを示しており，また骨格筋において
TTP がTDP とは異なる役割を有している可能性を示唆しているD
次に，骨格筋におけるテアミントリフォスファターゼ CTT Pase) の諸性質について検討すると，
TT Pase は可溶性分画，膜分画いずれにも認められたが，可溶性分画の活性は非常に低いものだった。






















EDL筋においてはその活性に変化は認められなかった。 TK活性は， 2 週齢においてヒラメ筋と EDL
筋は同じ活性を保持していたが，発育に伴いいずれの筋においてもその活性は低下し，またその減少の程
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度は， EDL筋の方が大きいものだった。 TPPK活性においては， ヒラメ筋の活性は変化がないのに対
し， EDL筋の活性は 2-3週齢にかけて急激に低下していた。また，膜TT Pase活性の発育i乙伴う変




本論文は骨格筋のうち白筋にチアミン 3 リン酸エステルが多量に存在していてチアミン 2 リン酸とは異
なる生理作用を有している乙とを示唆したもので，薬学博士の称号を授与するに値するものである。
??? ??
